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(57)【要約】
　２つの固体撮像素子３５、３７を有する２板式撮像装
置５１であって、固体撮像素子３５、３７の駆動に必要
なそれぞれの電子部品４０、４１が実装された基板３８
、３９と、基板３８、３９にそれぞれ電気的に接続され
た２本のケーブル４３、４５と、２枚の基板３８、３９
の間に配設された放熱部材６０と、を具備することを特
徴とする撮像装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物レンズユニットと、
　前記対物レンズユニットを通過した入射光を複数の光路に分割して出射する光学ユニッ
トと、
　前記光学ユニットが出射する前記複数の光路のそれぞれの光を受光する複数の固体撮像
素子と、
　前記複数の固体撮像素子のそれぞれに設けられ、それぞれの前記固体撮像素子の駆動に
必要な電子部品が実装された複数の基板と、
　それぞれの前記複数の基板に電気的に接続され、前記基板を介して前記電子部品への給
電および前記固体撮像素子との信号の送受信を行う複数のケーブルと、
　前記複数の基板の間に配設された放熱部材と、を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記複数の基板の前記電子部品が前記対物レンズユニットの光軸延線方向に向けて配設
されており、
　前記放熱部材が、前記複数の基板の間に配設されていることを特徴とする請求項１に記
載の撮像装置。
【請求項３】
　前記複数の撮像素子が第１の固体撮像素子と第２の固体撮像素子とからなり、
　前記複数の基板が第１の基板と第２の基板とからなり、
　前記放熱部材が、前記第１の基板と第２の基板との間に配設されている、
　２板式撮像装置であることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記複数の固体撮像素子および前記複数の基板を内包する金属枠部材をさらに具備し、
　前記放熱部材の一部が前記金属枠部材に近接している、または、前記放熱部材の一部が
前記金属枠部材と接触していることを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記複数のケーブルが複数の信号線を有し、
　一部の前記信号線が前記放熱部材に取り付けられていることを特徴とする請求項４に記
載の撮像装置。
【請求項６】
　前記放熱部材は、切り欠きを有することを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記放熱部材は、少なくとも２分割されていることを特徴とする請求項６に記載の撮像
装置。
【請求項８】
　前記電子部品の少なくとも一部に、前記放熱部材との接触を防止する絶縁部材を設けた
ことを特徴とする請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　挿入部の先端部に撮像装置を有する内視鏡であって、
　前記撮像装置が、
　対物レンズユニットと、
　前記対物レンズユニットを通過した入射光を複数の光路に分割して出射する光学ユニッ
トと、
　前記光学ユニットが出射する前記複数の光路のそれぞれの光を受光する複数の固体撮像
素子と、
　前記複数の固体撮像素子のそれぞれに設けられ、それぞれの前記固体撮像素子の駆動に
必要な電子部品が実装された複数の基板と、
　それぞれの前記複数の基板に電気的に接続され、前記基板を介して前記電子部品への給
電および前記固体撮像素子との信号の送受信を行う複数のケーブルと、
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　前記複数の基板の間に配設された放熱部材と、を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項１０】
　前記複数の基板の前記電子部品が前記対物レンズユニットの光軸延線方向に向けて配設
されており、
　前記放熱部材が、前記複数の基板の間の隙間に配設されていることを特徴とする請求項
９に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記複数の撮像素子が第１の固体撮像素子と第２の固体撮像素子とからなり、
　前記複数の基板が第１の基板と第２の基板とからなり、
　前記放熱部材が、前記第１の基板と第２の基板との間に配設されている、
　２板式撮像装置であることを特徴とする請求項１０に記載の内視鏡。
【請求項１２】
　前記複数の固体撮像素子および前記複数の基板を内包する金属枠部材をさらに具備し、
　前記放熱部材の一部が前記金属枠部材に近接している、または、前記放熱部材の一部が
前記金属枠部材と接触していることを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡。
【請求項１３】
　前記複数のケーブルが複数の信号線を有し、
　一部の前記信号線が前記放熱部材に取り付けられていることを特徴とする請求項１２に
記載の内視鏡。
【請求項１４】
　前記放熱部材は、切り欠きを有することを特徴とする請求項１３に記載の内視鏡。
【請求項１５】
　前記放熱部材は、前記対物レンズユニットの光軸に対して垂直な面において、少なくと
も上下方向に２分割されており、表面積を大きくなっていることを特徴とする請求項１４
に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の固体撮像素子を有する撮像装置および前記撮像装置を具備する内視鏡
、特に放熱部材を有する撮像装置および前記撮像装置を具備する内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　対物光学系および固体撮像素子を有する撮像装置には、小型化および高画質化が望まれ
ている。例えば、撮像装置を内視鏡の挿入部の先端部に設ける場合には、先端部の内部は
撮像装置と照明光学系とがその多くを占めている。従って、撮像装置の小型化を図ること
は、挿入部の先端部および挿入部全体の細径化を図るのに有効である。一方、高画質化の
方法としては、固体撮像素子の画素数を増やす方法があるが、高画素数の固体撮像素子は
大きさが大きい。
【０００３】
　小型化と高画質化とを同時に実現する方法としては、固体撮像素子を複数使用すること
で高画質化を図る多板式構造の撮像装置が知られている。撮像装置を内視鏡に適用する場
合には、先端部の径を単板式撮像装置を用いた場合と同等にするために、固体撮像素子を
２個使用した２板式固体撮像素子構造の撮像装置（以下、「２板式撮像装置」という。）
が適している。
【０００４】
　単板式撮像装置では、固体撮像素子内に赤、緑および青の３色、またはシアン、マゼン
タおよびイエローの３色のカラーフィルタが、それぞれの画素に設けられており、輝度信
号画素と合わせて４つの画素により色を形成している。
【０００５】
　一方、２板式撮像装置では、緑を反射させ、赤および青を透過させるコーティングが施
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されたプリズムを設置し、赤、青が透過する方向へ配置した一方の固体撮像素子に赤およ
び青のカラーフィルタを設けている。そして、緑が反射する方向へ配置した他方の固体撮
像素子に白黒および緑のカラーフィルタを設けている。このように２つの固体撮像素子を
配置することで、それぞれの固体撮像素子の２画素を用いて、色を形成している。つまり
、２板式撮像装置では、少ない画素の固体撮像素子、すなわち小さな固体撮像素子を用い
て高画質化を図ることが可能である。
【０００６】
　ここで、特開２００４－２５８４９７号公報および特開２００７－１３５９５１号公報
には、内視鏡の先端部内に２板式撮像装置を配置することが開示されている。
【０００７】
　図１を参照して内視鏡用に用いられる従来の２板式撮像装置の構成例を説明する。２板
式撮像装置１０１は、プリズムユニット１０２と、２つの固体撮像素子１０６、１０７と
を有している。
【０００８】
　プリズムユニット１０２は、第１プリズム１０４と第２プリズム１０５とを備えたプリ
ズム部１０３を有し、第１プリズム１０４側には第１の固体撮像素子１０６が設けられ、
第２プリズム１０５側には第２の固体撮像素子１０７が設けられている。
【０００９】
　第１の固体撮像素子１０６には、電子部品１１０が実装された第１のＦＰＣ（フレキシ
ブルプリント基板）１０８が接続され、第１のＦＰＣ１０８には、通信ケーブル１１８の
複数の信号線１１６が電気的に接続されている。一方、第２の固体撮像素子１０７には、
電子部品１１１が実装された第２のＦＰＣ１０９が接続され、第２のＦＰＣ１０９には、
通信ケーブル１１９の複数の信号線１１７が電気的に接続されている。
【００１０】
　プリズムユニット１０２の入射光側の先端部は、保持ホルダ１１２に嵌合固定されてい
る。保持ホルダ１１２の基端外周面には、２つのＦＰＣ１０８、１０９を内包するように
金属枠部材１１３が設けられている。また、保持ホルダ１１２の基端側には、熱収縮チュ
ーブ１１４が設けられている。熱収縮チューブ１１４は、２つの通信ケーブル１１８、１
１９の先端外周部分までを被覆している。そして、熱収縮チューブ１１４内には、撮像装
置１０１を保護する充填剤１１５が充填されている。
【００１１】
　図１に示すように、２板式撮像装置１０１は、２つの固体撮像素子１０６、１０７を駆
動させるのに必要な２つのＦＰＣ１０８、１０９上の電子部品１１０、１１１同士がお互
い向かい合う構成となっているので、小型化および組立性の点で優れている。しかし、発
熱部品である第２の固体撮像素子１０７、電子部品１１０、１１１が密集しているので、
発熱した熱が充填剤１１５を介して固体撮像素子１０６、１０７に伝熱しＳ／Ｎが劣化す
るおそれがあった。
【００１２】
　本発明は、前記問題点に鑑みてなされたものであり、小型化に適して、発熱する熱を効
率良く放熱して固体撮像素子への熱による影響を防止した撮像装置を提供することを目的
とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の実施の形態の撮像装置は、対物レンズユニットと、前記対物レンズユニットを
通過した入射光を複数の光路に分割して出射する光学ユニットと、前記光学ユニットが出
射する前記複数の光路のそれぞれの光を受光する複数の固体撮像素子と、前記複数の固体
撮像素子のそれぞれに設けられ、それぞれの前記固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が
実装された複数の基板と、それぞれの前記複数の基板に電気的に接続され、前記基板を介
して前記電子部品への給電および前記固体撮像素子との信号の送受信を行う複数のケーブ
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ルと、前記複数の基板間に配設された放熱部材と、を具備する。
【００１４】
　また本発明の別の実施の形態の内視鏡は、挿入部の先端部に撮像装置を有する内視鏡で
あって、前記撮像装置が、対物レンズユニットと、前記対物レンズユニットを通過した入
射光を複数の光路に分割して出射する光学ユニットと、前記光学ユニットが出射する前記
複数の光路のそれぞれの光を受光する複数の固体撮像素子と、前記複数の固体撮像素子の
それぞれに設けられ、それぞれの前記固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装された
複数の基板と、それぞれの前記複数の基板に電気的に接続され、前記基板を介して前記電
子部品への給電および前記固体撮像素子との信号の送受信を行う複数のケーブルと、前記
複数の基板の間に配設された放熱部材と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】従来の撮像装置の構成を説明するための図である。
【図２】第１の実施の形態の内視鏡の全体構成を示す構成図である。
【図３】第１の実施の形態の内視鏡の先端部の断面構造を説明するための図である。
【図４】第１の実施の形態の撮像装置の構成を説明するための図である。
【図５】第２の実施の形態の撮像装置の構成を説明するための図である。
【図６】第２の実施の形態の撮像装置の図５のＶＩ－ＶＩ線に沿った構造を説明するため
の図である。
【図７】第３の実施の形態の撮像装置の構成を説明するための図である。
【図８】第４の実施の形態の撮像装置の構成を説明するための図である。
【図９】第５の実施の形態の撮像装置の構成を説明するための図である。
【図１０】第６の実施の形態の撮像装置の構成を説明するための図である。
【図１１】撮像装置内に充填剤が均一に設けられた状態の断面構造を説明するための図で
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、体腔内に挿入して、生体組織を観察する医療機器である内視鏡、例えば、硬性の
挿入部を備えた硬性電子内視鏡に配設する撮像装置を例に説明する。
【００１７】
（第１の実施の形態）
　図２に示す硬性電子内視鏡１（以下、単に「内視鏡」という。）１は、後述する撮像装
置５１を有している。内視鏡１は、先端部１１を有する挿入部２と、挿入部２の基端に連
設された操作部３と、操作部３から延出したユニバーサルコード４と、ユニバーサルコー
ド４の基端に配されたスコープコネクタ５と、スコープコネクタ５の側部から延出するケ
ーブルの端部に設けられた電気コネクタ６とを具備している。
【００１８】
　次に、図３を参照しながら本実施の形態の撮像装置５１を有する内視鏡１の先端部１１
の構造について、説明する。図３に示すように、先端部１１の先端には対物レンズユニッ
ト２０の観察レンズ２１、および照明光学部品である照明レンズ２２が配置されている。
なお先端部１１は、その略全周を被覆するように外形を形成する硬質管２７を有している
。硬質管２７は、先端カバー２５と嵌合している。観察レンズ２１は、複数の対物レンズ
からなる対物レンズ群２３と共に、レンズ保持枠２４に保持されている。すなわち対物レ
ンズユニット２０は、観察レンズ２１と、対物レンズ群２３と、レンズ保持枠２４とを有
する。対物レンズユニット２０は、金属性の先端硬質部材である先端枠２６に嵌装して固
定されている。
【００１９】
　一方、照明レンズ２２は、先端カバー２５に保持されている。照明レンズ２２の背面側
には、ライトガイドバンドル２９の先端面が対向するように配置されている。ライトガイ
ドバンドル２９は、内視鏡１の挿入部２、操作部３、およびユニバーサルコード４の内部
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に挿通し、スコープコネクタ５まで配設され、図示しない光源装置からの照明光を伝送す
る。対物レンズユニット２０のレンズ保持枠２４の基端外周部分には、先端枠２６内に挿
通され、レンズ保持枠２４に外嵌固定された保持ホルダ２８が配設されている。
【００２０】
　保持ホルダ２８の基端部には、撮像装置５１のプリズムユニット３０の先端部（対物レ
ンズユニット２０からの入射光が入射される先端部）が嵌合固定されている。
【００２１】
　次に、図３および図４を参照しながら本実施の形態の撮像装置５１について、説明する
。図３および図４に示すように、撮像装置５１は、光学ユニットを構成するプリズム部３
１を有するプリズムユニット３０と、２つの固体撮像素子３５、３７と、２つのＦＰＣ３
８、３９と、２本のケーブル４３、４５と、放熱部材６０とを有している２板式撮像装置
５１である。
【００２２】
　プリズムユニット３０は、複数の光学部材を接合して構成されており、対物レンズユニ
ット２０を通過した入射光を２つの光路に分割して出射する。すなわち、プリズムユニッ
ト３０は、第１のプリズム３２と第２のプリズム３３とを接合して構成されるプリズム部
３１と、プリズム３２の出射面側に接合される第１のカバーガラス３４と、プリズム３３
の出射面側に接合される第２のカバーガラス３６とを有している。また、プリズム部３１
は、第１のプリズム３２と第２のプリズム３３とを重ね合わせた接合境界面にグリーン反
射コート層（ダイクロイックコート層ともいう）３０Ａを有する。グリーン反射コート層
３０Ａは、第１のプリズム３２の斜面に反射膜を施すことによって、第１のプリズム３２
と第２のプリズム３３とを重ね合わせた接合境界面に形成され、入射光のグリーン（Ｇ）
の光を反射し、レッド（Ｒ）およびブルー（Ｂ）の光を透過させる特性を有している。
【００２３】
　第１のプリズム３２のグリーン反射コート層３０Ａにより略直角反射される側の出射面
側には、カバーガラス３４、輝度信号用または色信号（Ｇ信号）用の第１の固体撮像素子
３５がその順序で配置されて接着固定されている。
【００２４】
　また、第１のプリズム３２のグリーン反射コート層３０Ａ、および第２のプリズム３３
を透過して出射される側（出射面側）の後方には、カバーガラス３６、２つの色信号（Ｒ
、Ｂ信号）用の第２の固体撮像素子３７がその順序で配置されて接着固定されている。な
お、第１の固体撮像素子３５と第２の固体撮像素子３７と、第１のプリズム３２と第２の
プリズム３３とは光路長が同じである。
【００２５】
　第１の固体撮像素子３５は、グリーン反射コート層３０Ａにより反射されてプリズム部
３１を構成する第１のプレズム３２から出射された光を受光する。第２の固体撮像素子３
７は、第１のプリズム３２、第２のプリズム３３を透過して第２のプリズム３３から出射
された光を受光する。
【００２６】
　第２の固体撮像素子３７は受光面にストライプ状に併設されたレッド（Ｒ）およびブル
ー（Ｂ）のカラーフィルタ（不図示）を有する。固体撮像素子３５、３７は、ＣＣＤまた
はＣＭＯＳなどであり、カラーフィルタ以外の構成は略同様である。すなわち２つの固体
撮像素子３５、３７は、プリズムユニット３０のプリズム部３１が出射する２つの光路の
それぞれの光を受光し光電変換する。
【００２７】
　第１の固体撮像素子３５には、コンデンサおよびＩＣ等の電子部品４０が実装された第
１のＦＰＣ（フレキシブルプリント基板）３８が接続されている。第２の固体撮像素子３
７には、コンデンサおよびＩＣ等の電子部品４１が実装された第２のＦＰＣ３９が接続さ
れている。すなわち、撮像装置５１は固体撮像素子３５、３７のそれぞれに設けられ、そ
れぞれの固体撮像素子の駆動に必要な電子部品４０、４１が実装されたＦＰＣ３８、３９
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を有している。なお、電子部品４０、４１はＦＰＣ３８、３９に実装された複数の電子部
品の中で最も発熱量の大きい大型の電子部品である。またＦＰＣ３８、３９は電子部品４
０、４１が実装されている面と反対面にも小型の電子部品が実装されていてもよい。
【００２８】
　また、第１のＦＰＣ３８には、第１の通信ケーブル４３の複数の信号線４２が電気的に
接続されている。第２のＦＰＣ３９には、第２の通信ケーブル４５の複数の信号線４４が
電気的に接続されている。通信ケーブル４３、４５は、ＦＰＣ３８、３９を介して電子部
品４０、４１への給電および固体撮像素子３５、３７との信号の送受を行うためのケーブ
ルである。すなわち、撮像装置５１はＦＰＣ３８、３９と電気的に接続され、ＦＰＣ３８
、３９を介して電子部品４０、４１への給電および固体撮像素子３５、３７との信号の送
受信を行う通信ケーブル４３、４５を有している。
【００２９】
　なお、ＦＰＣ３８、３９は、配設された電子部品４０、４１が、対物レンズユニット２
０の光軸Ｏの延長線Ｏａをはさんで互い向かい合うように配設、すなわち光軸延線方向に
向けて対向する位置に配設されている。このためＦＰＣ３８とＦＰＣ３９との間、言い換
えれば電子部品４０と電子部品４１との間には空間（隙間）がある。
【００３０】
　一方、プリズムユニット３０の先端部（対物レンズユニット２０からの入射光が入射す
る先端部）は、保持ホルダ２８のプリズムユニット接合部２８Ａに嵌合固定されている。
保持ホルダ２８のプリズムユニット接合部２８Ａの外周面には、２つの固体撮像素子３５
、３７および２つのＦＰＣ３５、３８を内包する金属枠部材４６が設けられている。また
、保持ホルダ２８の基端側外周面には、熱収縮チューブ４７が被覆されている。熱収縮チ
ューブ４７は、金属枠部材４６を含む撮像装置５１を内包して、２つの通信ケーブル４３
、４５の先端外周部分までを被覆している。熱収縮チューブ４７内には、撮像装置５１を
保護するとともに放熱のための充填剤４８が充填されている。
【００３１】
　本実施の形態の撮像装置５１は、電子部品４０、４１を互いに向かい合うように配設す
ることで形成される第１のＦＰＣ３８と第２のＦＰＣ３９と間の隙間に、固体撮像素子３
５、３７および電子部品４０、４１が発熱した熱を放熱する放熱部材６０を設けている。
言い換えれば、ＦＰＣ３８、３９の電子部品４０、４１が配設された基板面側を対物レン
ズユニット２０の光軸延線方向に向けて対向して配設することで形成された隙間に、放熱
部材６０が配置されている。
【００３２】
　放熱部材６０は、ヒートシンクであって、例えば熱伝導性の高い銅、アルミニウム等の
金属材料からなる。なお、放熱部材６０は熱伝導性が高く、かつ蓄熱性が低い特性を有し
ていれば金属材料以外を用いてもよい。放熱部材６０の形状は、電子部品４０、４１を互
いに向かい合うように配設することで形成される２つのＦＰＣ３８、３９の間の隙間（空
間）の形状に合わせている。
【００３３】
　例えば図４に示すように、放熱部材６０は、対物レンズユニット２０の入射光の光軸Ｏ
、厳密には光軸Ｏの延長線Ｏａに対して垂直な断面がＦＰＣ３８、３９の延出方向に向け
て先細りとなるような台形形状である。なお、放熱部材６０の形状は例えば対物レンズユ
ニット２０の入射光の光軸に対して垂直な断面がＦＰＣ３８、３９の延出方向に向けて先
細りとなる円弧（円錐）形状等であってもよい。
【００３４】
　放熱部材６０と第１のＦＰＣ３８上の電子部品４０との間、放熱部材６０と第２のＦＰ
Ｃ３９上の電子部品４１との間、さらに、放熱部材６０と第２の固体撮像素子３７との間
には高熱伝導率粒子であるシリコン粒子等を含有した樹脂等からなる熱伝導率の高い充填
剤４８が充填されている。放熱部材６０の周囲、および放熱部材６０の左右両側側面部方
向の金属枠部材４６との間にも、充填剤４８が充填されている。
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【００３５】
　次に、図４を参照しながら撮像装置５１の作用について説明する。術者が撮像装置５１
を駆動すると、電子部品４０、４１と固体撮像素子３５、３７とが発熱する。撮像装置５
１では、電子部品４０、４１を互いに向かい合うように配設することで形成された第１の
ＦＰＣ３８と第２のＦＰＣ３９の間の領域に、固体撮像素子３５、３７および電子部品４
０、４１で発熱した熱を放熱するための放熱部材６０が設けられている。
【００３６】
　そのため、電子部品４０、４１および固体撮像素子３５、３７が発熱した熱は、充填剤
４８を介して放熱部材６０に伝熱されて放熱される。
【００３７】
　すなわち撮像装置５１においては、電子部品４０、４１が互いに向かい合う構造により
電子部品４０、４１および第２の固体撮像素子３７が密集配置されているが、放熱部材６
０により熱を効率良く放熱できる。このため、撮像装置５１の第１の固体撮像素子３５お
よび第２の固体撮像素子３７は熱による影響を受けにくく、Ｓ／Ｎの劣化が防止されるた
め動作が安定している。
【００３８】
　以上の説明のように、第１の実施の形態の撮像装置５１は、電子部品４０、４１が互い
に向かい合う構造の小型の２板式の撮像装置５１であっても、発熱する熱を効率良く放熱
できるため固体撮像素子３５、３７が熱の影響を受けることがない。なお、撮像装置５１
は、放熱部材６０による放熱効果により、固体撮像素子３５、３７以外の電子部品４０、
４１も熱による悪影響を受けにくい。また撮像装置５１を有する内視鏡１は、撮像装置５
１の効果を有し、挿入部２の先端部１１および挿入部全体の細径化を実現している。
【００３９】
（第２の実施の形態）　
　次に、図５および図６を用いて、第２の実施の形態の撮像装置５１Ａおよび内視鏡１Ａ
について説明する。撮像装置５１Ａは、撮像装置５１に類似しているため同じ構成要素に
は同じ符号を付し説明は省略する。
【００４０】
　図５に示すように、撮像装置５１Ａでは、放熱部材６０の一部が、第１の固体撮像素子
３５、第２の固体撮像素子３７、第１のＦＰＣ３８および第２のＦＰＣ３９を内包する金
属枠部材４６と接触している。金属枠部材４６は、肉厚の薄い金属製の管状部材である。
【００４１】
　すなわち、図５および図６に示すように、放熱部材６０の一部である、第１のＦＰＣ３
８および第２のＦＰＣ３９の延出方向（対物レンズユニット２０の入射光の光軸方向）に
沿った左右側面部の一方側の側面部全領域が、金属枠部材４６と面接触している。
【００４２】
　本実施の形態の撮像装置５１Ａでは、放熱部材６０の側面部が熱伝導率の高い金属枠部
材４６に面接触しているので、放熱部材６０の熱が金属枠部材４６に伝熱され、金属枠部
材４６から放熱される。そのため撮像装置５１Ａは撮像装置５１よりも放熱効果が高い。
【００４３】
　なお、放熱部材６０の一部が金属枠部材４６と近接配置されていても、または金属枠部
材４６の側面部の一部が金属枠部材４６と接触するよう配置されていても、放熱部材６０
の熱が金属枠部材４６に伝熱される構造であれば撮像装置５１よりも高い放熱効果を得る
ことができる。なお放熱部材６０が金属枠部材４６と近接するように配置されている場合
には、放熱部材６０と金属枠部材４６との間には充填剤４８が介在する。
【００４４】
　なお、金属枠部材４６は撮像装置５１Ａの径が大きくならない程度に肉厚を厚くするこ
とにより、放熱効果を向上することが好ましい。
【００４５】
　以上の説明のように、撮像装置５１Ａは、放熱部材６０の少なくとも一部が第１の固体
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撮像素子３５、第２の固体撮像素子３７、第１のＦＰＣ３８および第２のＦＰＣ３９を内
包する金属枠部材４６に近接、または接触している。このため撮像装置５１Ａおよび内視
鏡１Ａは、撮像装置５１および内視鏡１が有する効果に加えて放熱効果がより向上してい
る。
【００４６】
（第３の実施の形態）　
　次に、図７を用いて、第３の実施の形態の撮像装置５１Ｂおよび内視鏡１Ｂについて説
明する。撮像装置５１Ｂは、撮像装置５１等に類似しているため同じ構成要素には同じ符
号を付し説明は省略する。
【００４７】
　図７に示すように、撮像装置５１Ｂでは、第１および第２の通信ケーブル４３、４５Ａ
が備える信号線４２、４４、４４ａの一部である信号線４４ａが放熱部材６０に接続固定
されている。信号線は導電材料である銅等により形成されており、導電材料は高熱伝導率
材料である。
【００４８】
　撮像装置５１Ｂでは放熱部材６０の一部に第２の通信ケーブル４５Ａの信号線４４ａが
接続されているので、放熱部材６０内の熱が信号線４４ａに伝熱されるため放熱効果が撮
像装置５１等より向上している。
【００４９】
　すなわち、第２の通信ケーブル４５Ａは、第１の通信ケーブル４３と同様に構成された
ものであるが、給電および信号の送受に必要な信号線４４以外の放熱用の信号線４４ａを
有している。なお、信号線４４ａは、ケーブル中の余剰の信号線を用いてもよいし、放熱
部材６０の接続のために特にケーブル中に設けてもよい。
【００５０】
　また、第１の通信ケーブル４３を第２の通信ケーブル４５Ａと同じように構成し、放熱
用の信号線を信号線４４ａと共に放熱部材６０に接続しても良く、または複数の放熱用の
信号線４４ａを有する第１および第２の通信ケーブル４３、４５Ａを用意して、複数の放
熱用の信号線４４ａを放熱部材６０に接続してもよい。
【００５１】
　なお、２つの通信ケーブル４３、４５Ａを同軸ケーブルとし少なくとも一方の同軸ケー
ブルの中心導体に巻回される接地電位の外部導電体を放熱用の信号線として放熱部材６０
に接続してもよい。
【００５２】
　また、信号線４４ａの放熱部材６０への接続箇所は、図７に示すように放熱部材６０の
先細り形状の下部に限定されるものではなく、それ以外の箇所に接続してもよい。
【００５３】
　なお、放熱部材６０に接続する信号線４４ａは、第２の通信ケーブル４５Ａの信号線４
４ａを用いた構成について説明したが、例えば、２つの通信ケーブル４３、４５Ａ以外に
、放熱部材６０に接続して放熱する放熱専用の信号線を有する放熱用ケーブルを設けても
よい。ただし放熱用ケーブルは、撮像装置５１Ａの径が大きくならないような径であり、
かつ、熱伝導率の高い信号線を備えていることが望ましい。
【００５４】
　以上の説明のように、本実施の形態の撮像装置５１Ｂは、第１および第２の通信ケーブ
ル４３、４５Ａが有する信号線４２、４４、４４ａの一部が、放熱部材６０に取り付けた
構成である。このため、撮像装置５１Ｂおよび内視鏡１Ｂは、撮像装置５１および内視鏡
１が有する効果に加えて、放熱効果がより向上している。
【００５５】
（第４の実施の形態）　
　次に、図８を用いて、第４の実施の形態の撮像装置５１Ｃおよび内視鏡１Ｃについて説
明する。撮像装置５１Ｃは、撮像装置５１等に類似しているため同じ構成要素には同じ符
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号を付し説明は省略する。
【００５６】
　図８に示すように、撮像装置５１Ｃの放熱部材６０Ａは、２つのＦＰＣ３８、３９の延
出方向側および両側側面部に開口する切り欠き６１を有する。このため放熱部材６０Ａの
表面積は第１の実施の形態の放熱部材６０の表面積よりも大きい。図８に示す放熱部材６
０Ａの切り欠き６１は、ＦＰＣ３８、３９の基端部側の延出方向側および両側側面部が開
口するように設けられているため、放熱部材６０Ａは切り欠き６１がない放熱部材６０に
比べて表面積が大きい。
【００５７】
　なお、放熱部材６０Ａは、例えば対物レンズユニット２０の光軸Ｏと垂直方向の上面お
よび下面の両側の一部が開口するように、２つの切り欠き部を有していてもよい。
【００５８】
　さらに、切り欠き６１の形状等は、図８に示す形状に限定されるものではなく、例えば
開口の幅および長さを適宜変更してもよい。
【００５９】
　本実施の形態の撮像装置５１Ｃは、放熱部材６０Ａに切り欠き６１を有し、放熱部材６
０Ａの表面積が第１の実施の形態の撮像装置５１の放熱部材６０よりも大きい。このため
、撮像装置５１Ｃおよび内視鏡１Ｃは、撮像装置５１および内視鏡１が有する効果に加え
て、放熱効果がより向上している。
【００６０】
（第５の実施の形態）　
　次に、図９を用いて、第５の実施の形態の撮像装置５１Ｄおよび内視鏡１Ｄについて説
明する。撮像装置５１Ｄは、撮像装置５１等に類似しているため同じ構成要素には同じ符
号を付し説明は省略する。
【００６１】
　図９に示すように、本実施の形態の撮像装置５１Ｄの放熱部材６０Ｂは、対物レンズユ
ニット２０の光軸０に対して垂直な面において、上下方向に２分割した第１の放熱部材６
２と第２の放熱部材６３とを有している。なお上下方向とは図９における上下方向、すな
わちＦＰＣ３８とＦＰＣ３９とが対向配置されている方向である。言い換えれば、放熱部
材６０Ｂは対物レンズユニット２０の光軸Ｏに対して垂直な面において上下方向に２分割
されているため、表面積が大きくなっている。そして、分割した２つの放熱部材６２、６
３を所定間隔で離間させて配置している。
【００６２】
　撮像装置５１Ｄの放熱部材６０Ｂは、放熱部材６２、６３として２分割に分割され、か
つ所定間隔で離間するように配設されているので、放熱部材６０Ｂ全体の表面積が第４の
実施の形態の撮像装置５１Ｃの放熱部材６０Ａよりも大きい。そのため放熱部材６０Ｂの
放熱効果がより向上している。　
　なお、放熱部材６０Ｂの放熱部材６２、６３の形状は、それぞれ同じ大きさおよび形状
であってもよいし、異なる大きさおよび形状であってもよい。また、放熱部材６０Ｂは、
少なくとも上下方向に２分割されていればよく、例えば対物レンズユニット２０の光軸Ｏ
と垂直方向の上面および下面の両側の一部が開口するように、言い換えれば放熱部材６０
Ｂを４分割されていてもよい。
【００６３】
　撮像装置５１Ｄおよび内視鏡１Ｄは、撮像装置５１Ｃおよび内視鏡１Ｃが有する効果に
加えて、放熱効果がより向上している。
【００６４】
（第６の実施の形態）　
　次に、図１０を用いて、第６の実施の形態の撮像装置５１Ｅおよび内視鏡１Ｅについて
説明する。撮像装置５１Ｅは、撮像装置５１等に類似しているため同じ構成要素には同じ
符号を付し説明は省略する。
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【００６５】
　図１０に示すように、撮像装置５１Ｅは、第１および第２のＦＰＣ３８、３９上にそれ
ぞれ実装される電子部品４０、４１の、放熱部材６０と接触する部分の少なくとも一部に
、放熱部材６０との接触を防止して絶縁する絶縁部材６４を有する。絶縁部材６４は、例
えば絶縁材料で形成される絶縁テープであって、放熱部材６０に向かい合うそれぞれの電
子部品４０、４１の全領域、または一部の領域に帖着されている。絶縁部材６４は高熱伝
導率を有する材料で形成されていることが好ましい。
【００６６】
　なお、絶縁部材６４は、絶縁テープに限定されるものではなく、例えば絶縁材料を電子
部品４０、４１の全領域、または一部の領域に塗布して形成した絶縁層であってもよい。
【００６７】
　撮像装置５１Ｅは、電子部品４０、４１と放熱部材６０との接触、すなわち短絡が発生
することないため、電子部品４０、４１および固体撮像素子３５、３７の動作が安定して
いる。
【００６８】
　絶縁部材６４は、電子部品４０、４１と放熱部材６０とが接触する領域に設けてもよい
し、電子部品４０、４１と放熱部材６０とが接触しない構成であっても電子部品４０、４
１の全ての領域、または一部の領域に設けてもよい。絶縁部材６４は、電子部品４０、４
１のどちらか一方の電子部品に設けてもよい。すなわち、撮像装置の放熱部材６０に絶縁
部材６４を設けて構成してもよいし、または少なくとも一部に絶縁部材６４を設けて構成
してもよいし、電子部品４０、４１の少なくとも一部に放熱部材６０との接触を防止して
絶縁する絶縁部材６４を設けてもよい。
【００６９】
　撮像装置５１Ｅおよび内視鏡１Ｅは、撮像装置５１および内視鏡１が有する効果に加え
て、動作が安定している。
【００７０】
（変形例）
　なお、第１～第６の実施の形態の撮像装置５１等においては、放熱部材６０、６０Ａ、
６０Ｂは、それ自体を絶縁部材で構成してもよいし、または導体部材で構成し外周面の全
部または少なくとも一部に絶縁部材を帖着または塗布してもよい。このことにより、第６
の実施の形態の撮像装置５１Ｄと同様に電子部品４０、４１と放熱部材６０との接触を防
止できるため、撮像装置の動作が安定化する。
【００７１】
　また、図１１に示すように、金属枠部材４６を有する撮像装置においては、金属枠部材
４６と放熱部材６０との間の領域、および金属枠部材４６と第１および第２のＦＰＣ３８
、３９との間の領域における充填剤４８を、それぞれ略均等の厚さに設けることが好まし
い。すると、放熱部材６０自体の放熱効果を向上させることができるとともに、放熱部材
６０を撮像装置５１の中央近傍に配置できるので、撮像装置５１が細径化する。
【００７２】
　また、本発明の係る実施の形態の撮像装置５１は、２つの固体撮像素子３５、３７を有
する２板式撮像装置を例に説明したが、これに限定されることなく、例えば、３板式の撮
像装置を有し、プリズムユニットにより撮影光を３つの光路に分割して出射する構成にも
適用可能であることは言うまでもない。
【００７３】
　以上の説明のように、本発明の内視鏡は、挿入部の先端部に撮像装置を有する内視鏡で
あって、前記撮像装置が、対物レンズユニットと、前記対物レンズユニットを通過した入
射光を２つの光路に分割して出射する光学ユニットと、前記光学ユニットから出射された
前記２つの光路のそれぞれの光を受光する第１の固体撮像素子および第２の固体撮像素子
と、前記第１の固体撮像素子および前記第２の固体撮像素子のそれぞれの駆動に必要な電
子部品がそれぞれ実装された第１の基板および第２の基板と、前記第１の基板および前記
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第２の基板の間に配設された、切り欠き部を有する放熱部材と、前記第１の基板または前
記第２の基板にそれぞれ電気的に接続され、前記第１の基板または前記第２の基板を介し
て前記電子部品への給電および前記第１の固体撮像素子または前記第２の固体撮像素子と
の信号の送受信を行う信号線と、前記放熱部材と接続された信号線と、を有する２本のケ
ーブルと、前記第１の固体撮像素子、前記第２の固体撮像素子、前記第１の基板および前
記第２の基板を内包し、前記放熱部材の一部と接触面を有する金属枠部材と、前記電子部
品の少なくとも一部に設けられた、前記放熱部材との接触を防止する絶縁テープと、前記
金属枠部材を充填する充填剤と、を具備する。
【００７４】
　本発明は、上述した実施の形態および変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨
を変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【００７５】
　本出願は、２００８年１２月４日に日本国に出願された特願２００８－３１００７９号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲、図面に引用されたものとする。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月13日(2010.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の実施の形態の撮像装置は、対物レンズユニットと、この対物レンズユニットを
通過した入射光を複数の光路に分割して出射するように、複数の光学部材を接合して構成
された光学ユニットと、この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する
第１の固体撮像素子と、前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する
第２の固体撮像素子と、前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子か
らの信号を伝送するための第１の信号ケーブルと、前記第２の固体撮像素子から延出され
、該第２の固体撮像素子からの信号を伝送するための第２の信号ケーブルと、熱を吸収し
やすい伝熱性材料で形成され、前記第１の信号ケーブルと第２の信号ケーブルを延出する
方向側の、前記固体撮像素子の近傍に配置される放熱部材と、前記第１の固体撮像素子の
駆動に必要な電子部品が実装された第１の基板と、前記第２の固体撮像素子の駆動に必要
な電子部品が実装された第２の基板と、前記第１および第２の基板を、前記放熱部材の近
傍で該放熱部材を挟むように保持する保持部材と、を具備する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
　また本発明の別の実施の形態の内視鏡は、挿入部の先端部に撮像装置を有する内視鏡で
あって、前記撮像装置が、対物レンズユニットと、この対物レンズユニットを通過した入
射光を複数の光路に分割して出射するように、複数の光学部材を接合して構成された光学
ユニットと、この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する第１の固体
撮像素子と、前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する第２の固体
撮像素子と、前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子からの信号を
伝送するための第１の信号ケーブルと、前記第２の固体撮像素子から延出され、該第２の
固体撮像素子からの信号を伝送するための第２の信号ケーブルと、熱を吸収しやすい伝熱
性材料で形成され、前記第１の信号ケーブルと第２の信号ケーブルを延出する方向側の、
前記固体撮像素子の近傍に配置される放熱部材と、前記第１の固体撮像素子の駆動に必要
な電子部品が実装された第１の基板と、前記第２の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品
が実装された第２の基板と、前記第１および第２の基板を、前記放熱部材の近傍で該放熱
部材を挟むように保持する保持部材と、を具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物レンズユニットと、
　この対物レンズユニットを通過した入射光を複数の光路に分割して出射するように、複
数の光学部材を接合して構成された光学ユニットと、
　この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する第１の固体撮像素子と
、
　前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する第２の固体撮像素子と
、
　前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第１の信号ケーブルと、
　前記第２の固体撮像素子から延出され、該第２の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第２の信号ケーブルと、
　熱を吸収しやすい伝熱性材料で形成され、前記第１の信号ケーブルと第２の信号ケーブ
ルを延出する方向側の、前記固体撮像素子の近傍に配置される放熱部材と、
　前記第１の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装された第１の基板と、
　前記第２の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装された第２の基板と、
　前記第１および第２の基板を、前記放熱部材の近傍で該放熱部材を挟むように保持する
保持部材と、
　を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第１および第２の固体撮像素子と第１および第２の基板とを内包する金属枠部材を
さらに具備し、
　前記放熱部材の一部が、前記金属枠部材に近接または接触していることを特徴とする請
求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記第１および第２の信号ケーブルの一部が、前記放熱部材に取り付けられていること
を特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記放熱部材は切り欠きを有することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
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　前記放熱部材は少なくとも二分割されていることを特徴とする請求項１に記載の撮像装
置。
【請求項６】
　前記電子部品の少なくとも一部に、前記放熱部材との接触を防止する絶縁部材を設けた
ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　挿入部の先端部に撮像装置を有する内視鏡であって、
　前記撮像装置が、
　対物レンズユニットと、
　この対物レンズユニットを通過した入射光を複数の光路に分割して出射するように、複
数の光学部材を接合して構成された光学ユニットと、
　この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する第１の固体撮像素子と
、
　前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する第２の固体撮像素子と
、
　前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第１の信号ケーブルと、
　前記第２の固体撮像素子から延出され、該第２の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第２の信号ケーブルと、
　熱を吸収しやすい伝熱性材料で形成され、前記第１の信号ケーブルと第２の信号ケーブ
ルを延出する方向側の、前記固体撮像素子の近傍に配置される放熱部材と、
　前記第１の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装された第１の基板と、
　前記第２の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装された第２の基板と、
　前記第１および第２の基板を、前記放熱部材の近傍で該放熱部材を挟むように保持する
保持部材と、を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項８】
　前記第１および第２の固体撮像素子と第１および第２の基板とを内包する金属枠部材を
さらに具備し、
　前記放熱部材の一部が、前記金属枠部材に近接または接触していることを特徴とする請
求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記第１および第２の信号ケーブルの一部が、前記放熱部材に取り付けられていること
を特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記放熱部材は切り欠きを有することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記放熱部材は、前記対物ユニットの光軸に対して垂直な面において、少なくとも上下
方向に二分割されていることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【手続補正書】
【提出日】平成23年2月21日(2011.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の一態様の撮像装置は、対物レンズユニットと、この対物レンズユニットを通過
した入射光を複数の光路に分割して出射するように、複数の光学部材を接合して構成され
た光学ユニットと、この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する第１
の固体撮像素子と、前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する第２
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の固体撮像素子と、前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子からの
信号を伝送するための第１の信号ケーブルと、前記第２の固体撮像素子から延出され、該
第２の固体撮像素子からの信号を伝送するための第２の信号ケーブルと、前記第１の信号
ケーブルと第２の信号ケーブルを延出する方向側の、前記固体撮像素子の近傍に配置され
る放熱部材と、前記第１の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装され、前記放熱部
材の近傍に配置される第１の基板と、前記第２の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が
実装され、前記第１の基板との間で前記放熱部材を挟むよう、該放熱部材の近傍に配置さ
れる第２の基板と、を具備する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の一態様の内視鏡は、挿入部の先端部に撮像装置を有する内視鏡であって、前記
撮像装置が、対物レンズユニットと、この対物レンズユニットを通過した入射光を複数の
光路に分割して出射するように、複数の光学部材を接合して構成された光学ユニットと、
この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する第１の固体撮像素子と、
前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する第２の固体撮像素子と、
前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子からの信号を伝送するため
の第１の信号ケーブルと、前記第２の固体撮像素子から延出され、該第２の固体撮像素子
からの信号を伝送するための第２の信号ケーブルと、前記第１の信号ケーブルと第２の信
号ケーブルを延出する方向側の、前記固体撮像素子の近傍に配置される放熱部材と、前記
第１の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装され、前記放熱部材の近傍に配置され
る第１の基板と、前記第２の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装され、前記第１
の基板との間で前記放熱部材を挟むよう、該放熱部材の近傍に配置される第２の基板と、
を具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物レンズユニットと、
　この対物レンズユニットを通過した入射光を複数の光路に分割して出射するように、複
数の光学部材を接合して構成された光学ユニットと、
　この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する第１の固体撮像素子と
、
　前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する第２の固体撮像素子と
、
　前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第１の信号ケーブルと、
　前記第２の固体撮像素子から延出され、該第２の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第２の信号ケーブルと、
　前記第１の信号ケーブルと第２の信号ケーブルを延出する方向側の、前記固体撮像素子
の近傍に配置される放熱部材と、
　前記第１の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装され、前記放熱部材の近傍に配
置される第１の基板と、
　前記第２の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装され、前記第１の基板との間で
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前記放熱部材を挟むよう、該放熱部材の近傍に配置される第２の基板と、
　を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第１および第２の固体撮像素子と第１および第２の基板とを内包する金属枠部材を
さらに具備し、
　前記放熱部材の一部が、前記金属枠部材に近接または接触していることを特徴とする請
求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記第１および第２の信号ケーブルの一部が、前記放熱部材に取り付けられていること
を特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記放熱部材は切り欠きを有することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記放熱部材は少なくとも二分割されていることを特徴とする請求項１に記載の撮像装
置。
【請求項６】
　前記電子部品の少なくとも一部に、前記放熱部材との接触を防止する絶縁部材を設けた
ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　挿入部の先端部に撮像装置を有する内視鏡であって、
　前記撮像装置が、
　対物レンズユニットと、
　この対物レンズユニットを通過した入射光を複数の光路に分割して出射するように、複
数の光学部材を接合して構成された光学ユニットと、
　この光学ユニットにより分割して出射された第１の光を受光する第１の固体撮像素子と
、
　前記光学ユニットにより分割して出射された第２の光を受光する第２の固体撮像素子と
、
　前記第１の固体撮像素子から延出され、該第１の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第１の信号ケーブルと、
　前記第２の固体撮像素子から延出され、該第２の固体撮像素子からの信号を伝送するた
めの第２の信号ケーブルと、
　前記第１の信号ケーブルと第２の信号ケーブルを延出する方向側の、前記固体撮像素子
の近傍に配置される放熱部材と、
　前記第１の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装され、前記放熱部材の近傍に配
置される第１の基板と、
　前記第２の固体撮像素子の駆動に必要な電子部品が実装され、前記第１の基板との間で
前記放熱部材を挟むよう、該放熱部材の近傍に配置される第２の基板と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項８】
　前記第１および第２の固体撮像素子と第１および第２の基板とを内包する金属枠部材を
さらに具備し、
　前記放熱部材の一部が、前記金属枠部材に近接または接触していることを特徴とする請
求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記第１および第２の信号ケーブルの一部が、前記放熱部材に取り付けられていること
を特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記放熱部材は切り欠きを有することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項１１】
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　前記放熱部材は、前記対物ユニットの光軸に対して垂直な面において、少なくとも上下
方向に二分割されていることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
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